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序

　　　　　　

説

　

従来や＞もすれば新しい教育技術のとりあげ方が学校教育内部の流行、 あるいは無批判な模倣で

あり、 旧教育についての批判が教師個人の主観的反省から出て来る傾向が少くなかった。 しかＬあ

る型の教育技術が生れ、 社会化することは一定の社会的要請に応ずることである。また教育技術は

単に学校教育の内部的な問題たるに止らずして特定の社会的役割を果す社会過程であるから、 その

よって立つ社会的基底を実証的にとらえる事は重要なことがらであると考える。教育技術の問題を

教育哲学的背景に立って論議することは勿論意味のないことではないとしても、 や もすれば、 教

育的信念にとゞまり、 客観性を続くうらみがないわけでない。

　

現在教育技術について、特に、 問題が多く、鋭く意見が対立しているのは、 直接、 政治活動や経

済的利害に関係する面の多い内容教科特に社会科である。社会科教育についての現代的諸問題は今

や教育哲学的論議に止らずして、 政治的実践の課題とさえなっている。此論女で版扱って見たい主

題は社会科，と系譜的に連る歴史科の誕生、 及びその社会的基底を明かにし、 歴史教育を通路として

教育技術の持つ性格を明にすることにある。

　

二 教育技術の基礎条件

その一 専門職としての教師群

　

教師がどんな職業であるかということについてはいろいろな見解がありうる。 教区学校 （ｐａｒｏ‐

ｃｈｉａｌｓｃｈｏｏｌ）の教師叉は寺小屋師匠の伝統を引く聖職的教師観、昭和二十六年に出た日教組の「教

師の倫理綱領」に見られる労働者的教師観などもあり得るが、 少くとも資本主義社会における教師

の現実は特殊技能を持つ専門職 （ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎ）と規定すべきであり、 階級的には中間階級である。
ある程度の教養がありさえすれば教職たるの任務を果しうるという考は公立普通教育制度の発達と

普及にともなって捨てられ、 教師は法律家、 医師叉は航海、 電気等を扱う特殊技術者と同じく、 一

般的職業 （ｖｏｃａｔｉｏｎ，ｔｒａｄｅ） と区別される。
１）

　

このような教師群の発生は十九世紀における世界共通の現象であるが、 日本においては明治五年

八月女部省布達第十三号別冊によって規定された教員免許制度によって、 教師の専門職たる地位が
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確立したと見るべきである。２） 同時に「小学教則ノ能ク斉整スル」３） 目的を以て、 明治五年教員養
成機関としての師範学校が設立された。

　

それではこれらの教師群はどのような系譜を持つものであったろぅか。 こ〉で注目すべきは福沢
諭吉の慶応義塾が果した社会的役割である。明治十九年福沢諭吉は「万天下の商人は文化天保の遺
物のみ。速に之に交代して其商権を奪ふは質すべき事なるのみ」４） と論じている。これは明治二十
年代の産業革命が目前にせまり、 ブルジョアジ←の前途に明るい見通しをいだく事の出来た時期の
事である。 中上川彦次郎が三井に入り、 所謂番頭型、総本締型の人物を一掃し、

‘武藤山治、 藤原
銀次郎以下多く慶応義塾出身の俊秀を入れ、 三井財閥の基をつくったのは明治二十四年のことであ
る。

５）

　

それでは明治初年にあって福沢門下の多くはどの方面で働いていたのであろうか。福沢門下で官
僚として名をなしたものは極めて稀であり、その多くは教育界で働いていた。 維新以前開成所では
小幡甚次郎、小幡甚三郎、 明治三年以後大学南校に阿部泰蔵、永田健助、 大学束校に杉出棟庵、 印
東玄陽、 安藤正胤、 医学校に草郷清四郎などがいる。地方の学校で慶応義塾出身者の赴任している
ものに津軽藩の洋学校（後の東奥義塾）、 木更津の英学校、 和歌山の自修学校、宇和島の英学校、
千葉の芝山塾、 松山の英学校、大阪の舎密学校、 山口の英学塾、佐賀の英学校、上佐の立志社、小
田原の英学塾、金沢の英学塾、三菱の商工学校などがあり、その中で特に注目すべき人物としては
和歌山自修学校の鎌田栄吉、 宇和島英学校の中上川彦次郎、 山ロ英学塾の那珂通世、 大阪舎密学校
の小泉信吉などがある。

６） 官立師範学校は明治六年に大阪、宮城、 明治七年に愛知、 広島、長崎、
新潟その外に東京女子師範学校が増説されているが、 福沢門下で赴任しているものに愛知に三名、
新潟に一名、広島に一名がある。特に明治九年東京師範学校に中学師範料が設置されたときには小
幡甚次郎がその創設の任にあたり、 藤野善蔵、 後藤牧大、 須田長次郎が英語の教師となり、 生徒監
として小学師範科に穂積寅九良＝、高力衛門、名児耶九都が招かれている。さらに入学者六十名の中
その三分の二は慶応義塾出身者であった。

７）

　

教員養成学校における福沢門下の活動の一例として、 高橋義雄の茨城県における次のような回顧
をあげることが出来る。明治十二年の頃「松本直巳が師範学校長として来り、 大に福ガ流の文明論
を振り廻したので、 目強舎連中も漸く歓を師範学校若くは学校の教授連に通ずるに至り」 と。

８）

　

教師の言論及び集会の自由は明治十三年太政官布告「集会条令」で、「官公立学校ノ教員、 生徒」
の政治に関する事項を講談議論する集会に「臨席シ叉ノ・加スルコト」が禁止され、 明治十四年の小

学校教員心得により、 「政治及宗教上ニ渉り軌勘矯激ノ言語ラナス」ことが制限された。千葉県の

状態として、 明治十六年「一両年前は小学校の教員甲乙相会すれば、民権振はずとか、国会起すべ

しとか！１南々相語りしものが、 今は著しく郡の教育法は如何、 是の養成法如何といふことを話柄とす

るに至り」９） ということが報告されている。以上によって国家主義的劃一教育が次第に強化された

後の、 特に森有礼の教育改革後の師範学校で養成された教師群とはかなり異つた雰囲気が明治初年
の教員養成学校及び教師群の間に漂っていたもの 如くである。

　

それでは福沢諭吉の慶応義塾の学生はどのような社会層に属していたのであろうか。福沢諭吉は
次の如く語っている。 「去年から出陣してさんざん奥州地方で戦って、 漸く除隊になって、 国に帰
らず、 鉄砲を棄て 其侭塾に来たと云ふやぅな少年が中々多い」ｌｏノと。

　

初期における慶応義塾入塾者の族籍別統計は第一表の通りである。 明治四年輩士族在官者以外農
工商の職業につくことが許され、 職業自由の原則が確立されてから、 明治九年の華士族に対する金
様公債給附に至るまでの諸改革により士族の特権はすべて失われた。士族の手に残っていた公債証
書も明治十年の西南戦争を契機として惹起されたインフレーションにより、 その大部分は失われ、
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第一表

　

慶応義塾入塾者族籍別統計１１）

総、

　

数・
士族平民の分分比

年

　

次

　

ず

　

総

　　

数 士族の割合士族の割合
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３
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３

　　

４
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．
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９７

８７

　　

０

　　

５

　　

４

　　

３

，

　　　　

０

　　　

１２

　　

３

　　　

、０

　

－

　

２

　　　

１２

明治

　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　　　

ｌｏ

　　　

１１

　　　

１２

　　　

１３

　　　

１４

　　　

１５

２４０

２５４

２７３

１８７

１０５

１３０

１８６

２０４

３４４

３９６

８１

７０

６８

６５

５１

６１

６７

４７

５０

４２

１８

２９

３１

３４

４８

３８

３２

５２

５０

５７

年

　

次

　　

総

　　

数 年

　

次

　　

総

　　

数

明治十六年になると、 「士族ニシテ公債証書ヲ所有スル者ノ・其比例僅々百中一、 ニニ当ラズ」
１２）と

いう状勢に立ちいたっている。 明治十一年大久保利通の三条公への伺書に「夫し華
士族ヲ通観セノ＼

其恒産ヲ有スル者実二千中二三二及バズ。多クハ徒食遊係ニシテ常居膨屈不平ヲ街ム」
１３）と述べて

いる。産業革命にまだほど遠い明治初年にあって士族のはけ口は官僚とふもに教師で
あったのであ

る。それは専門職としての教師が成立したばかりであったからである。

　

このような形勢は慶応義塾においてそうであったばかりでなく、 一般的な事情であった。東京師

範学校小学師範料入学者の明治六年から明治十一年に及び２４０名中士族１６１名、華族１名、 平民７５

名であった。その他の官立師範学校でも同様である。
１４）地方における実情を知る資料に次の如きも

のがある。岩手県の事情について 「本県、 互戸長、 学区取締、 小学核教員ハ皆士族ヲ用フ。窄レニ

平民ヲ用フル者アレトモ其数少シ。是し県官好ソデ之ヲ為スニ非ズ。平民ノ・旧来無知ノ深淵二沈没

シ居ルラ以テ、 民政ヲ管シ、 学事ヲ興サントスルニハ勢ヒ士族ヲ用ヒザルラ得ザルナリ」１５’ 報告き

れている。

　

１） 最近におけるアメリカの教師観を知るべきものとして Ａ．Ｂｅｓｔｅｒ は次のように論じている。 すなわち

　　

専門職たるべき条件として、次の三点を指摘している。

　　

（１｝

　

包括的な知識を持っており、客観的条件で規定されているか叉は試験及び類似の方法により客観的に

　　　

測定することの可能な知的過程を自分のものにしていると期待されている。

　　

｛２） 知識を専門的職業の実際的な目的に適用出来る能力を持っている。 これは職業的知識であって、職業

　　　

と関係ある知識の集積と混同すべきではない。

　　

（３） 専門的職業として成功するためには、その接する人々から尊敬され、賞讃され、且好まれる人格と性

　　　

格を持っていなくてはならない。 （Ａ． Ｂｅｓｔｅｒ： Ｈｏｗ

　

ｓｃｈｏｕｌｄ

　

Ａｍｅｒｉｃａｎ

　

Ｔｅａｃｈｅｒｂｅ

　

ｅｄｕｃａｔｅｄ，

　　　

Ｔｅａｃｌ・ｅｒｓｃｏｌｌｅｇｅｒｅｃｏｒｄ，１９５４，ｏｃｔ．ｐ．１６）

　

２） 第四十条には『小学教員ノ・男女ヲ論セス年齢二十歳以上ニシテ師範学校卒業免許状或ノ、中学免許状ヲ得

　　

シモノニ非レバ其任ニ当ルコトラ許サス』第四十一条には『中学校教員ノ・年二十五歳以上ニシテ九学免許

　　

状ヲ得シモノニ非レバ其任二当ルコトラ許サス』と規定し、更に明治七年七月二十五日文部省布達二十一

　　

号において教員検定制度を施行している。

　

３） 明治五年四月廿一日『学校教師尊場設置の同』「明治以降教育制度発達史」第一巻７７８頁より引用。

　

４） 「福沢全集」ｌｏ巻６頁。

　

５） 明治初年の民間企業の状態については『越後屋だとか大丸だとか大きな老舗においてすら、多少学識あ

　　

るものを四角な文字を知って居ると称して何となくこれを危険視する有様であった。』（嘉刊ＨＩ回顧録３８０頁）

　　

と渋沢栄一はしるしている。

　

６） 「慶応義塾記事」（「慶応義塾七十五年史」）１１６頁。

　

７） 「慶応義塾記事」（「慶応義塾七十五年史」）１２１頁。

　

８） 高橋義雄「帯のあと」３９頁。

　

９） 「大日本教育雑誌」第１号明治１６年。
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ｌｏ） 「福翁自伝」（「福沢全集７巻」）４８８頁。
ー１） 「慶応義塾記事」Ｐ．２４

１２） 「興業意見」（「明治前期財政経済史料史料」１８巻）８３５頁。
１３） 「大久保利通文書」９巻３９頁以下。
１４） 唐沢富太郎「教師の歴史」２９頁。
１５） 「明治十一年文部省第六年報学事巡視功程」５８頁。

その二 児 童 の 社 会 環 境

　

明治五年八月太政官布告第２１４号「学事奨励に関する被仰出書」には「人々自ら其身を立て、 其

産を治め、其業を昌にし、 以て其生を遂るゆゑんのものは他なし。目を治め、智を開き才芸を長す

るによるなり。」 と書いている。そこにつち出されている教育精神は古典的にはスペンサーに見ら

れる功利主義的教育観であり、 福沢諭吉が「学問のす め」初篇で「専ら勤むべきは人間普通実用

の学なり」 と述べているところである。功利主議を鼓吹した福沢諭吉の「学問のす め」か 「十七

篇合して三百四十万冊は国中に流布したろ筈なり」１） という売れゆきをしめしたろにか わらず、
学制の実施にあたって、 かなりの困難を見たのは何故であったろぅか。 ジャーナリズムと一般民衆

とのへだ りがどこから来ているかをつきとめるためには学習活動の主体たる児童、 特にその社会

環境を明にする必要がある。

　

学制実施の成果については「六年後には就学比率四十一・二六％という目覚ましいもの であっ

た。
２）」というのが一般的見解のようである。

　

しかしながらこれをこまかにみるならば決してそれほど目覚ましいものではありえない。 年級別

在籍歩合は下記の通りである。
３） この表によって次の事が分る。

第二表

　

年級別在籍歩合

　

％

級別

上等小学 ０．Ｉ

０．Ｉ

治９明治ｌｏ明治１１

１．２

　　　

２．２

　　　　

４．７

　　　

｛１｝

　

学制施行以後逐年就学率が低下してい

　　　　

る。特に明治十二年の自由教育令施行以
１３

　　　

後が甚しい。
４．７

　

（２｝

　

中途退学者が極めて多く、 過半数は六

３，２

　　　

ヶ月未満で退学している。 一年乃至二年

４．３

　　　

後には大部分のものが退学している。
５．７

　　

学制施行により形式的には初等教育制度が
７，８

　

整備したとしても、 国民教育の実質は決して

ｇ１ 向上しているとはい 鰍。就学率の低下、

，７．８

　

中途退学の事実は寺小屋乃至漢学塾に比較し

３４．８

　

て程度が低いと考えられたこともあろうが、

　　

むしろ民衆の明治政権の劃ー的教育政策に対

する消極的抗議とさえ見ることが出来る。積極的に農民一楼を起して学制施行を妨害している例も

少くない。 教育政策に対する反抗と見るべき農民ーョちさには第三表にあげたものがある。 さらに学

校、 教育住宅が農民一榛の破壊、 放火の対象となっているものとしては第四表にあげた例がある。

明治初年の農民－拝さの数は小野道雄編 「農民騒擾録」によると、 約二百→－件をあげることが出来る

が、 蜂起の理由は種々雑多であり、 その中で特に多いのは地租改正及び徴兵令に対する反対であ

る。政府側の記録にはこれらの農民－移さを 「暴民乱暴」

　

ｎろば走暴動」 「無知なる農民の軽挙」など

＞記されており、 共源因を農民叉は戸長の無知に帰している。研究者の間にも「その源因たろや進

版的制度の成立過程において政府の統制力の微弱なりしこと、 農民の知識浅くして維新政治に対す

る同化力乏しかりしこと」４） とか「封建的制度の崩壊は永き慣習となった生活の破壊である点にお

２．２

４．２

１１，２

１９．２Ｅ
５３．７Ｅ

級

級級

級

級級級級

一

　

二
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四五

　

六

　

七

　

八

０

　 　

８

　 　

５

　

７

　 　

５

　

７

　

５

　

２

２

　

２

　

４

　

６

　

９

　

賜

　

旧

　

４１

４

　

２

　 　

０

　

１

　

０

　

９

　

３

　

９

１

　

２

　 　

４

　 　

６

　 　

９

　

２

　 　

９

　

３

　 　 　 　 　 　

１

　

１

　

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

　

１

　

３

　 　

５
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１
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ｌ ｉ

　 　

４ 十
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高

　　

橋

　　　

功

第三表

　

学制施行反対を理由とする農民一擬

・ 場

　　　

所 内

　　　　

容

　　　

費年

　

月 ｉ， 場

　

所

　

ｉ

　

内

　　

容

　

メモ

　

料

明治 ６．３

明治 ６． ６

明治６．６

明治 ６．７

明治６． ７

明治 ９．１１

明治ー０．１

　

静岡県

敦賀県大野郡

北条県西西条郡

東西条県

鳥取県会見郡

香川県三野郡

豊田郡

京都府何鹿郡

茨城県真壁郡

「学校の洋女廃止」

「小学校廃止」

「小学校御廃止」

「学校ヲ厭ヒ」

「小学校出銭免許」

「学費材費等徴求煩
－苛」

「学資金坂立方厳重」

Ａ

　

ｐ．５０１

Ｂ

　

ｐ．１８６

Ｂ

　

Ｉ）．４０３

Ｃ

　

ｐ． ５７

Ｂ

　

ｐ．２６０

Ｂ

　

ｐ． ５３

Ｄ

　

ｐ．１２１

いて、 既に保守的傾向を有する農民

の喜ばないところ」５） という見解も

ある。勿論このような見解を全く誤

りとすることは出来ないが、 本質的

には明治政権の夢Ｊー的教育政策に対

する抵抗としなければならないであ

ろう。 明確に学制施行に対する反対

をスローガンとした農民一擬は数と

して必ずしも多くはないが、 これら

の蜂起の理由をそれぞれ切り離して

考える・べきではなくて、表面では地

租改正、 徴兵令を問題としている場

合であっても、 なにほどかの程度に

おいて明治政権の教育政策に抗議し．

ようとする農民の姿勢を読みとらな

くてはならない。 こ｝で農民の味方

であるべき教師が政府の側にまわ

り、 学校や教員住宅が焼打、 破壊の

対象となっていることは注意すべき

ことである。

学制施行に対して農民が抗議した

理由は何であったか。

　

｛１｝

　

零細農業における少年労働

　

明治十年西村茂樹、 九鬼隆一の巡

視報告書には次の如くしる してい

る。

　

「叉此輩ノ子弟ヲ見ルニ年甫メテ

　

六七歳ニ及ベバ、 父母外ニロツル

　

時ノ、留リテ家ヲ守り、 外二叉児ヲ負ヒ、 縄索ヲ絢ヒ、 時アリテノ・便｛介二走り、 或ノ・草ヲ店頭二醒

　

キ、 或ノ、物ヲ負担シテコレラ商フノ類、 其分二応シテ万般ノ業ヲ営ミ、 多少ノ産業ヲ輔ケザルベ

　

カラス。 故二些々タル少時間ト離そ走ニ過クルコトラ得サル有価有用ノ子弟ニシテ一身各幾分ノイ＝丘

　

アルコト、 富人ノ子弟ノ漸ニシテ看者ノ手ヲ離し、 強遊スルラ以テ足しリトスル者 ノ

　

比 ニ 非

　

ス」６）

と。地租改正当時において三府三十六県の成果によれば、 農家一戸当り平均耕地０．８かけ歩の零細農

が手工業と結びついている農業経営であって７）少年労働の占める比重はかなり高いものがあった。
もとより封鎖社会の慣習の中にとじこめられていた明治初年の農民にとって、 たとい学校教育の中

に実学的なものを盛り込んだとしても、 生活に迂遠なものであったことは否定できない。

　

｛２｝

　

教育費の過重

　

学制第ブむト三条に次の如く規定している。 「一、 教師ノ俸給或ハ其居宅ノ屋賃、 一、学区取締料

－、 学校僕役入費、 一、 学校造営及修理ノ入費或ハ人家ヲ借テ学校トスル時ハ其借賃、一、 学校諸

器械、 教授器械或ノ・修復、 一、 学校ニ用フル薪炭、テｒｈ、筆紙墨入費、 一、 試業ノ入用、 一、 体術器

資料

　

Ａ

　　

Ｂ

　　

Ｃ

　　

Ｄ

明治文化全集２０巻

小野道雄編農民騒擾鎌
新聞集成明治編年史第２巻
同 第３巻

－

　

農民ー擬による学校・教員住宅の被害

場

　

所１ 被 害 状 況 １・

鳥取県会見郡

　　

「十二の小学校教師

年

　

月 す

　

場

　

所 １ 被 害 状 況 １資

　

料被

　

害

　

状

　

況

「十二の小学校教師
の家一戸を破壊」

「焼亡ケ所学校四十

八カ所」

「小学校二十七軒大

破小学校二軒小破」
「師範学校病院へ放
火し或は破製し」

「放火に催し学校六
ヵ所損害を被りし学
校一ヵ所

資料

　

ＡＢＣＤは第三表に同じ

資

　　

料

Ｂ

　

ｐ．４６４

Ｂ

　

ｐ．４７６

Ｂ

　

ｐ．７８３

Ｄ

　

ｐ．１１４

Ｂ

　

ｐ．２８９

明治６．６

明治６．６

明治６．６

明治 ９．２

明治 ９．２

第四表

香川県三野郡等

福岡県嘉麻郡

穂積郡
三重県四日市

三重県高須村

－１０６－



明治初年における教育技術の社会的底基についての一試論

械ノ入用」の全額は「生徒之ヲ弁スヘキモノ」であり、 その金額は第九十四条によると、 「小学校

ニアリテハ一月五十銭ヲ相当トス。タトニ二十五銭ノー等ヲ設ク」 というのである。
８Ｊ 明治六年地租

改正当時一反歩当りの販前は第五表の通りである。これを一戸平均０．８２町歩にあて 考えると、 一

戸の坂前が小作にあっては６．５９１円、 自作農の場合で２０．７３円である。教育費が年額六円乃至三円に

第五表

　

一反歩当地主及小作９）

　　　

のぼることは小作農にあっては致命的であり、 自作農にあ

中田－反歩当－鱈誓書贈容認ヱ義蒙墨蔓繍義暑皇室蔓茎喜霧琵婁繁
地祖及村入費

地

　

主

　

坂

　

前

小

　

作

　

戦

　

前

種

　

籾

　

肥

　

代

円
１，６３２

１．６３２

０．８１６

０．７２０

０．５４４

０．５４４

０，２７２

０．２４０

学制の施行は極めて困難であったといわざるを得ない。 明

治十年四月西村茂樹は第二大等区巡視報告において「従来

ノ寺小屋にニ比スレハ方今ノ学校ノ・人民ノ費用十倍ニ及フ

ヘシ」ｌｏ） と述べている。

　

明治維新以後日本の工業は衣料生産を基軸として旋回しているが、 近代工業生産が確立したのは
綿総生産では明治二十三年、 綿布で明治十九年、 器械製練は明治二十七年、 絹織物は明治十九年で
ある。

１１）武士から転身した明治官僚は上から近代化の政策を強行したのであるが、 初等教育制度の
確立はこのような政策の一環として、近代的国民軍及び賃銀労ィ動者をつくりだすところにその意味
があった。このような政策が農民の犠牲の上におしす められたことはいうまでもない。 それは地

租改正において農民に対して土地を解放することなく、 封建的貢租をそのま 、金納化したゞけで
受けつぎ、 それを楯杵として近代産業の育成をはかった経済政策と其撲を一にするものといえよ
う。 十九世紀におけるアメリカの公立学校運動について、 「ホレース・マンや、 彼と同じような当

時の知識階級のなかの進歩的分子が、富右階級にぞくしながら人道主義的な立場から主張したのと
同じことを、 労働者階級のなかの先道的分子は、 苦しんでいる階級の立場から、 いっそう痛切に、
いっそう徹底的に主張した」１２）といわれている。 日本における公立普通教育制度の確立は産業革命
に先行したのであるからアメリカの場合に比較すると逆の関係にあり、 それだけに無理があった。
形式的な教育制度の整備は実質を伴うことが出来ずして、 むしろ地主とり・作人との教育程度のへだ
たりは拡大され、１－－奇形的な国民女化の歪みは一層助長したものと考えられる。

　

１） 「福沢全集」第１巻４５Ｅ１

　

２） 遠山茂樹「明治維新」３００頁

　

３） ィ中新「近代教科書の成立」９８頁より引用

　

４） 小野武夫「維新農村社会史論」３８５頁

　

５） カ＝田哲二 「明治初期社会経済思想史」５２７頁

　

６） 「明治以降教育制度発達史」第１巻４６２頁

　

？） 山田盛太郎 「日本資本主義分析」１９５Ｅて

　

８） 「明治以降教育制度発達史」第１巻２９６頁

　　

北海道にあっては 職業料ヲ上等袷銭下等五銭トス』（明治十ニ年 「開拓使事業報酬１葛縁」２６頁） ときめ

　　

ているが、地方の実情により『木古内校では毎戸薪半数をあっめて売却、泉沢校は海産物売却代の一．五

　　

％および煎海鼠一斤をだす。 知内校では鮭海場九ヵ所に毎年一五〇円を課した』（「北海道教育史地方編」

　　

１７２頁）などの例もある。

　

９） 山田盛大郎 前掲書１９５頁

　

ｌｏ） 「明治以降教育制度発達史」第１巻４６４頁

　

ー１） 山田盛太郎

　

前掲書 ２２２

　

１２） 宮原誠一「アメリカ教育の形成」 （思想２９９）５１頁

　　　　　　　　　　　

三

　

教科課程

　

一特に歴史教育について－

初等教育の教科が３Ｒ から出発していることは日本でも欧米でも同様である。 しかし近代国家の

形成、公立普通教育制度の確立に伴って宗派的宗教教育が学校教育から排除され、 それに代るもの

－１０７－



局

　　　

橋

　　　

功

として地理、 歴史、理科などがカリキュラムの上に登場した。地理は資本主義の発展に伴う生活圏

の拡大に応ずる教科であり、 歴史は近代国家の支柱たるナショナリズムに愛国心を盛る教科 であ

り、 理科は産業革命以後生産活動に必要な近代市民乃至賃銀労働者の基礎的知識を与える教科とし

てそれぞれの意味を持つ。アメリカにおける小学校教科の推移は第七表の通りである。

　

アメリカにおいて歴史は地理叉は読物 （Ｒｅａｄｉｎｇ）の一部として与えられていたが、 小学校の必

修課目となったところは Ｖｅｒｍｏｎｔ 州で、１８２７年のことである。
２） しかしその普及が著しくなかっ

第六表

　

アメリカにおける小学校教科の年代別比較１）

上７７三

　

１

　　

も三２６

　　

１

　

ｉ８５ｏ

　　

Ｌ
－－

　

１８７５

Ｒｅａｄｉｎｇ

　

美

Ｓｐｅ１ｌｉｎｇ糸

＼～ｒｉｔｔｉｎｇ葵

｛船指すｉｓ〆
※

Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ

　

英

　

葵

　

Ｍｏｓｔｉｎ］ｐｏｒｔａｎｔＳｕｂｊｅｃｔ

　

共著

　

Ｓｕｂｊｅｃｔｏｆｎ．ｅｄｉｕｎｌ

　

ｉｍｐｏｒｔａｎｃｅ

葵実美

　

Ｌｅａｓｔｉｍｐｏｒｔａｎｔｓｕｂｊｅｃｔ

Ｎｅｗ

　

Ｎ１ｅｔｈ。ｄ

　

ｏｆ

　

ｔｅａｃｈｉｎｇｎｅｗ

　

ｅｍｐｌｏｙｅｄ

たことは第八表の示す通りである。北部諸州の大部分において、 歴史が小学校
の必修課目となった

のは南北戦争後のことである。
４） Ｊ．Ｍ．Ｇｗｙｎｎ はカリキュラムの発達を促した起動力として次の

ものを年代別に示している。め

　

（１） 宗教的動機

　

１６３５～１７７０

　

（２） 政治的動機

　

１７７０～１８６０

　

（３） 実利的動機

　

１８６０～１９２０

　

（４） 大衆教育の動機

　

１９２０～現在

歴史科の登場は第二期１８２８年の普通選挙の実施、

第三期、 南北戦争後における工業の発展に伴う移

民の流入、 そのアメリカ化、 政治的統一の必要に

応ずる教科としてあらわれ、普及したのである。

　

学制の施行にあたり、 女部省で実権を握ってい

たのは学監

　

Ｄａｖｉｄ Ｍｕｒｒａｙ （１８４３～１９２２） であ

って、 多分にアメリカ教育の影響があったと見る

べきであるが、 その科目は次の通りである。

１８４６ｗｉｎｔｅｒ

　　　　　

６．１２

　　　　

Ｓｕｌｎｎｌｅｒ

　　　　

５．０８

１８４７ｗｉｎｔｅｒ

　　　　　

５．９９

　　　　

Ｓｕｌｌｎｎｅｒ

　　　　

４．４９

　　　　

ＳＬＩＩＩ［ｌｎｌｅｒ

第七表

　

Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ 州科目別生徒数３）

Ｙｅａｌａｎｄ 臨書〆吾嬬関屋墨書峯室，

　

Ｆｅｒｎ・

１８４４

　

ｗｉｎｔｅｒ

　　　　

ｓｕＩＰｎｌｅｒ

１８４５ ｗｉｎｔｅｒ

　　　　

Ｓｕｎ【］１１ｌｅｒ

４．１９％
４．４０

６．２７
４．３３

３４，５８％
３２．９４

５１．９０
３６．６９

５．９９

　　　　

６３．９０
４９

　　　　

４５．８７

３３．１５
３２．９５

３３．ｉ５
３８．８０

４１．７１
３８．４２

Ｓｐｅ１１ｉｎｇ

　

共

ｖｖｒｉｔｔｉｎｇ

　

英美

ノＧｏｏｄｂｅｈａｖｉｏｒ美

ーＭａｎｎｅｒｓ＆ Ｍｏｒａｌｓ英美

Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ

　

美

Ｂｏｏｋ

　

ＫｅｅＰｉｎｇ美英美

Ｇｒａｎ“ｎａｒ

　

美

Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ

　

共著

Ｓｅｗｉｎｇａｎｄ

　

ｋｎｉｔｔｉｎｇ

　

葵発

Ｒｅａｄｉｎｇ

　

美

Ｄｅｃｉａｎ．ａｔｉｏｎ

　

受

Ｓｐｅ１１ｉｎｇ

　

美

Ｗｒｉｔｔｉｎｇ美

Ｂｏｏｋｋｅｅｐｉｎｇ

　

受英美

磁 器ｎ
潔ｎ蔓ｕａｇｅ

※※葵

Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ

　

葵英

Ｈｉｓｔｏｒｙ

　

Ｕ．Ｓ，
美

ｏｂｊｅｃｋｔ１ｅｓｓｏｎｓ英美美

｛鷹露顕ｅ輔ｏｎ
Ｐｅｍｍａｎｓｈｉｐ

　

※

ＣｏｎｄｕｃｔＳ

　

英美美

メＰｒｉｍａｒｙＡｒｉｔｈ，
妾

ＬＡｄｖａｎｃｅｄ Ａｒｉｔｈ

　

美

　　　　　　　
　　

　　　　　　　

　　　　　　　
　

　　　　　　　　　
Ｄｒａｗｉｎｇ

　

賛美美

Ｍｕｓｉｃ

　

美裟資

Ｐｈｙｓｉｃａｌ

　

ｅｘｅｒｃｉｓｅ英美暑
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明治初年における教育技術の社会的基底についての一試論

　

下等小学

　

綴字、 習字、 単語、 会話、読本、 修身、 書読、文法、 算術、 養生法、地学大意、理学

　　　　　

大意、体術、 唱歌（当分之ヲ欠ク）

　

上等小学

　

史学大意、 幾何学罫画、博物学大意、 化学大意

この外に 「情形二因テハ」拡張すべきものとして、 「外国語ノーニ、 記簿法、画学、 夫球学」があ

る。日本とアメリカの小学校の教科内容を比較すると大同小異であるが、たゞ自然科学系列では細

分されており、 しかも細分する原理がアカデミックな性質を持っていることが注目される。 これは

恐らく幕末明治初年の識者が西洋文明の長所が自然科学にあると考え、 福沢諭吉が「欧州近時の文

明は皆物理学より出でざるはなし」 「我慶応義塾に於て初学を導くに専ら物理学を以てし、 恰も諸

料の予科を為すも蓋し之が為なり」６」と述べているような実学主義的教育主張のあらわれであって、
女明開化を，鼓吹し、 資本主義の移植に急であった政策のあらわれであっても、 農民の側からの要求

から生れたものであるまい。教科課程が国民生活の実態とかけはなれているという特質は歴史教育

にあっても顕著である。

　

（１） 日本史教材と世界史教材との並存と矛盾

　

アメリカでは１８７６年の全国教育協会 （Ｎ．Ｅ．Ａ） の報告書で小学校から大学までのコースオブス

タ←デイを報告しているが、小学校ではアメリカ史、 高等学校では世界史及びアメリカ憲法を必修

の課目としている。小学校で歴史科は七・八学年叉は八学年で課し、世界史を課する学校は極めて

稀である。
７）

　

ところが日本では第五学年後半、 第六学年で日本史、第七・八学年で世界史を課している。 この

ことは明治十四年の小学校教貝瞬間領第十四条で「外国史」が小学校の教授内容から除かれているの

で、 短い期間のこと しても、特異の現象である。小学教則しこよると日本史の教科書は玉代一覧・、

国史略を、外国史では万国史略、 五マリ”紀事を「独見輪講」の資料としている。地方の実情としては

必ずしもその通りでないにしても、 ほゞこれに近いものが行われていた。各府県の小学教則に示し

た教科書及び試験に使用した教科書は第九表の通りである。

　　　　

第八表

　

各府県歴史教科書統計８）

　　　

・王代一覧は林春斎が慶安五年脱稿し、 寛女三年

　　　　　　　　　　

－－－－一

　　　　　　　

発刊した仮名交りの女の編年史で七巻から成り、

　

書 名 王Ｊ冬Ｅ明治８１明治９ー明治１０１計・

　　　　　　　　　　　　　　　　　

豊臣秀吉を以て終っている。 国史略は文化九年岩

日

　

本

　

略

　

史

万

　

国

　

史

　

略

史

　　　　　

略

日

　

本

　

史

　

略

「 「 ノ

　

（ 一 ／

　 　

７ 十

　

（ 〜 ／

１８

　

２

　

１２

　

３

＝

　

１

　

２

　

一

　

１

日

　

本

　

略

　

史

四

　

国

　

史

　

略

国

　

史

　

医

　

要

万

　

国

　

史

　

略

万

　

国

　

通

　

史

パーレー万国史

万

　

国

　

新

　

誌

Ｒ Ｖ

　 　

”

　 　

 ^ ｚ 回

　 　

． ▲

　

． ・

　 　

一

　 　

． ▲

７

　

２

　

一

　

４

　

４

　

２

　

２

２

　

１

　

一

　

５

　

２

　

３

３２

３

２

ｌｏ

７

５

Ｉ

垣松苗の書いた漢女体の編年史で簡単な史論がつ

いている。これらはいずれも朱子学的歴史観によ

り、名分義理の批評を試み、 教訓を与えようとす

る実用的な歴史叙述で、 封建的社会秩序の麦主た

る役割を果した江戸時代の歴史教科書である。師

範学校蔵板の日本略史は木村正辞、 那珂通世校訂

で、 凡例に「小学校生徒ノ・授業ノ時間ニ定期アル

ラ以テ、 授クル所ノ書籍簡略ヲ旨トス」とあるよ

うに、神武天皇以降を簡略に叙述した仮名交り女

の編年史である。笠間益三の日本略史はその例言

に「我邦史書二乏シキニ非ズ。但記載浩齢ナルラ以テ童蒙初学毎ニ記憶二便ナラザルラ苦ム。 故二

務テ繁ヲ捨テ、要ヲ取り、治乱興廃ノ大意ヲ得ソト欲ス」と述べているように、 歴代天皇の治績を

中心に書いた項目羅列の編年史である。これらはいずれも江戸時代の歴史書を仮名交り女としたに

止まり、 封建社会の批判を以てその任務とした所謂女明史観とは全く縁がない。
９）

外国史教科書として用いられた師範学校蔵板の万国史略は大槻女彦編輯で、 二巻から成り、上巻
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同

　　

橋

　　　

功

はアジア諸国、 ギリシャ、 ロ←マ、 下巻はヨーロッ
パ諸国の歴史及びアメリカ史で、 西洋史の部分

は内田正雄の女部蔵板史略によっている。五洲紀事は女部省蔵板で明治四年寺内章明が

　

Ｐａｒｌｅゾｓ

Ｃｏ１ｎ・ｎｏｎｓｃｈｏｏＩ

　

Ｈｉｓｔｏｒｙ

　

ｏｆ

　

ｔｌｌｅ

　

Ｗ′ｏｒｌｄ－Ａ

　

ｐｏｌｉｔｉｃａＩ

　

Ｈｉｓｔｏｒｙ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

頓／ｏｒｌｄ； Ａｎｃｉｅｎｔ

　

ａｎｄ

Ｍｏｄｅｍ，ｆｏｒｔｈｅ ｕｓｅｏｆｓｃｈｏｏｌｓ，１８７１ によって書いた英米中心の世界史である。 西村茂樹の万

国史略十一巻は明治五年に出たもので、市民革命を是認し、 歴史を地理的風土によって説明しよう

としているなど、 啓蒙史学の特質を示し、 所謂文明史観、 自由民権運動に連るものである。
ｌｏ）

　

アメリカの歴史教科書にあっても初期のものは政治史的記述が圧倒的であり、１８６０年以前に発行

された八種の平均は政治史的材料が３８．４％、 軍事史的材料が４４，３％、 杜会経済史的材料が１７．２％

で、特に愛国心が強調されている。 しかしこの間の事情は市民革命を経験したアメリカと、 あらゆ

る面で封建遺制を残している日本との間でかなり異るものがあることについては云うまでもなかろ

う。 日本の場合にあっては日本史に関する限り、 江戸時代の朱子学的歴史観がそのま 受けつが

れ、 士族出身の教師によって教授されたのであるから、 次のような結果を来した。すなわち「漢学

と国学の旧い思想で生徒を教育した。 そう云う連中だから世界の女明を怖がるなど云うことは毛頭

なく、漢学と国学の思想を生徒に教育した。ところがそれが却って日本人の自信を恢復したのであ

ると」と。
１２）かくして昭和二十年に至るまでの歴史教育の原型がうち出され、 偏狭な前近代的愛国

心がその基調となったのである。他方世界史教材は自由民権運動に蓮仏

　

江戸幕府の諸施策、 封建

的社会秩序を批判するための教材として取りあげられ、 主として豪農層に影響を与えたものと考え

られる。 しかし前記のような愛国心によって裏づけられていたのであるから、 自ら限界が粛り、 近

代市民意識を形成するに至らなかったことは云うまでもない。このようにして中下層農民の朱子学

的歴史観に基く愛国心と豪農層のヨーロッパ的教養とは後年の制限選挙とも相応じ、 農村における

ヒエラルキトを形成する一の素因となった。

　

｛２１

　

教育心理学的考慮の鉄除と教育的不毛

　

第五・六学年において年代史的歴史教育が可能であるかということについては現代の心理学者は

否定的見解を持っているようである。
１３）学校教育において児童の精神発達についての考慮を加える

ようになったのはＪ．Ｈ．Ｐｅｓｔａｌｏｚｚｉ（１７４６～１８２７） の影響である。 アメリカにおいてペスタロッチ

の影響は１８１０年代すでに見られ、１８２０年になると暗算が筆算に代っている。 しかしその影響が教育

技術の方面で確立したのはＥ．Ｅ．Ｓｈｅｌｄｏｎの力にまつものが多く、 実物教授と口頭教授が ｏｓｗｅｇｏ

師範学校を中心として、１８６０年から１８８０年にかけてアメリカを風疹『ました。
１４）

　

教材排列の原理として、 既知から未知へ、 単純から複雑へ、 近接から途寓ぼ…へ、 そして生活経験と

の関連を断ってならないという原則はペスタロッチから

　

Ｊ．Ｄｅｗｙ 叉はルソーからデウーイに至る

人々によって主張されたところである。 このような見地に立って、 いかに歴史教材を坂扱うかとい

うことについては、 いろいろの方法が試みられて来た。 地域社会、 伝記、 ｔｏｐｉｃ，文化時期理論

（ｃｕｌｔｕｒｅｅｐｏｃｈｔｈｅｏｒｙ）、 児童の関心など問題接近のいくつかの例がある。
１５） これらはいずれも

近代的人間自覚、 あるいは自由主義的、楽天的人間観をふまえているものであり、 その社会的基底

として資本主義社会があることはいうまでもない。

　

ところが日本に於ては教師、 児童あるいは社会構造全体として、 精神的支柱乃至社会的基底を｛吹

いていたふめに教科目が機械的に輸入され、 教授内容が児童の内面的な自然を伸ばすことよりも、

教育外的目的、例えば「富国強兵」なる政治目的、叉は「立身出世」のような卑俗な教育目的を持

つようになったのである。かくして第五学年以上において年代史的な歴史事実を羅列し、 かつ世界

史と日本史とが並存し、しかもうちに矛盾を含むとったような結果をきたし、教育的不毛が覆いかく

すことが出来ない事実としてあらわれて来るのである。 Ｄａｖｉｄ Ｍｕｒｒａｙ が１８７８年東京府巡視の申
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．明治初年における教育技術の社会的基底についての一試論

報で「日本地誌略、 日本史略ノ如キモ読本トシテ授クルトコロノ書ナリ。而シテ此書ノ・頗ル無味淡

白ノ書ナルラ以テ、 更二生徒ノー樗好ニ適セス、 随ツテ其記憶力ヲ養成スルニ足ラサルカ如シ」１６） と

報告している。

歴史教材によって歴史的思考乃至批判的思考を培うことを全く忘れ、 雑多な要素知を注入する原

型がすでにうち出されている。 明治初年の教育は 「批判的な自主的近代的人間」をつくるというよ

りも「直接役に立つ人間」の形成をめざしたのである。このような教育政策に対して、 教師の側か

らなんらプロテストがな力ゞつたのは教師の多くが士族出身であり、近代市民意識をほとんど身につ

けていなかったからである。むしろは反抗が農民の側から起ったが、 開明的士族層が近代国家の官

僚乃至ブルジョアジーに転身する過程において、 全く圧殺されてしまったのである。

　

１） ＢＩ１ｗｏｏｄｐ，Ｃｕｂｂｅｔ・ｌｅｙ： Ｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｅｄｕｃａｔｉｏｎ，１９２０ｐ，７５６．

　

２） ＢＩ１ｗｏｏｄｐ．Ｃｕｂｂｅｒｌｅｙ； ＰｕｂｌｉｃｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎｔｈｅＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ，１９４７ｐ，３９９．

　

３） Ｒｏｌｌａ Ｍ．Ｔｒｙｏｎ： Ｔｈｅｓｏｃｉａｌｓｃｉｅｎｃｅａｓｓｃｈｏｏｌｓｃｂｊｅｃｔ，１９３５ｐ．１０７．

　

４） Ｒｏｌｌａ Ｍ Ｔｒｙｏｎ： ｏｐ．ｃｉｔ，ｐ．１０７．

　

５） Ｊ．Ｍ

　

Ｇｗｙｎｎ：

　

Ｃｕｒｒｉｃｕｌｏｍ

　

ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

　

＆

　

ｓｏｃｉａｌ

　

ｔｒｅｎｄｓ，１９５１， Ｃｈａｐ．Ｉ

　

Ａｎ

　

ｏｖｅｒｖｉｅｗ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　　　　

ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｃｕｒｒｉｃｕｌｏｎｌ．

　

６） 福沢全集

　

ｌｏ巻

　

４頁

　

７） Ｒｏｌｌａ Ｍ．Ｔｒｙｏｎ： ｏｐ，ｃｉｔ．ｐ，１２４．

　

８） 仲新

　

近代教科書の成立１４８，１５２頁

　

９） 拙稿 「明治初期に於ける歴史観の問題特に文明論の概略について」 （「北海道学芸大学学芸」３巻２号）

　　

参照

　

ｌｏ） アメリカの１９世紀末の世界史教科書の歴史観を知るべきものとして

　

Ｐａｒｌｅダｓ

　

ＵｎｉｖｅｒｓａＩ

　

Ｈｉｓｔｏｒｙ，

　　

１８７７，Ｔｏｋｙｏ

　

をあげることができる。日本で覆刻され、広く読まれた。時代区分は次の通りである。

　　　　　　　

Ｔｈｅ

　

行ｒｓｔ

　

ｋｉｎｄ ＰａｔｒｉａｒｃｈａＩ

　　　　　　

Ｔｈｅ

　

ｓｅｃｏｎｄ

　

ｋｉｎｄ

　

ｎｄｉｌｉｔａｒｙｃｈｉｅｆｔａｉｎ

　　　　　　

Ｔｈｅｔｈｉｒｄ

　

ｌくｉｎｄ

　

八厘ｏｒａｒｃｈｉａＩ

　　　　　

Ｔｈｅ

　

ｆｏｕｒｔｈ

　

ｋｉｎｄ

　

Ｒｅｐｕｂｌｉｃａｎ

　　

『他の国々もまた共和国と呼ばれている。 しかし永久的な原則に立って、すべての市民の平等な権利を保

　　

障するところの共和国が形成されたのはアメリカ合衆国の形成以後のことである』（ｐ．９３）などといって

　　

いる。これは明らかに自由民権運動に連るものであることを知りうるであろう。

　

ｕ） Ｒｏｌｌａ Ｍ．Ｔｒｙｏｎ； ｏｐ．ｃｉｔｐｐ．１２４．

　

１２） 山路愛山「大講演集」（「明治以降教育制度発達史」第１巻所収）４６１頁

　

１３） Ａ．Ｊ．Ｊｅｒｓｉｌｄ は第六学年においてこの統制群をつくり、一はいろいろの時間線（Ｔｉｎ・ｅ

　

ｌｉｎｅ） や年表そ

　　

の他の工夫を施して、現在と過去との関係を示すために、時間観念 （Ｔｉｍｅ

　

ｃｏｎｃｅｐｔ） の育成につとめた。

　　

他方他の群は特にその点を強制しなかった。第七学年のはじめに二の統制群について時間観念のテストを

　　

行った結果ほとんど両者の間に差を見出すことができなかった。このことむ法学校が適当な方法を発見する

　　

ことができなかったか、 精神的成熟叉は経験以上のものをおしつけたかであると論じている。 （Ｃｈｉｌｄ

　　

ｄｅｖｅｌｏｐｌ・ｌｅｎｔａｎｄｃｕｒｒｉｔｃｕｌｏｕｍ，１９４６ｐｐ．１ｌｏ）山下俊郎氏は『ケルマソ人の農家＝ 小学校の五年生に示

　　

した結果、１「空間的遠隔と時間的遠隔とが混同されていることほいぢるしいものがある。 全然未知の内容

　　

を持っている絵に対して、アラビャ人、インド人、バルカン人とか稀にはアメリカというような供述まで

　　

見られる』という実験例を紹介している。（「児童の生活とその指導」５７頁）日本の戦前の小学校では人物

　　

中心の年代史を課したが、羽仁五郎氏は五十八篇の無撰択の作文を資料として、
．歴史的綾述を含むものが

　　

極めて少いことから、『本来の歴史的な感情が完全に鉄如しているのではないか』と批判している。（歴史

　　

教育批判２５頁）

　

１４） ＥＩ１ｗｏｏｄ ｐ．Ｃｕｂｂｅｒｌｅｙ； ＰｕｂｌｉｃｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎｔｈｅＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ，１９４７，ｐｐ．３８４．

　

１５） 教授内容の排列にはＪ願進的排列と循環的排列とがあるが、前者は論理的、後者は心理的考慮の上に立っ

　　

ている。この両者の交錯気転をどこに求めるかということはカリキュラム構成の問題である。 歴史的教材は

　　

はじめ時間的秩序によるｉ噴進的を取ったがペスタロッチの影響により１８２０年頃ドイツにおいて循環的排列

　　

が一般化し、各国に普及した。

　　

（１） 地域社会による接近。地域，社会の歴史教育における意味は１８１賜妃末 Ｃ．Ｇ．Ｓａｌｚｍａｎｎ によって注意さ

　　　

れたが、Ｗｉｌｈｅｌｍ Ｈａｒｎｌｓｃｈ（１７８９～１８６４） によって組織化された。 Ｓｏｌｚｍａｎｎ

　

は広域カリキュラムを

　　　

設定し、本来の関連白くゴ世界料 （ｅｉｇｅｎｔｌｉｃｈｚｕｓａｍｍｅｎ‐ｈａｎｇｅｎｄｅ

　

Ｗｅｌｔｋｕｎｄｅ）の内容を学校、郷土の村
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高

　　　

橋

　　　　

功

　　

または町、ヌ郁叉は地方、国などの空間的序列によって排列した。このような方法は１９
００年以降アメリカ

　　

でも用いられ、家庭、学校、地域社会、近隣地域社会、アメリカ、世
界と拡大し、地理及び歴史その他

　　

の内容を統合して与え、次第に分化するようにしている。

　

（２）ｔｏｐｉｃによる接近。 （問題史的接近と呼んでもよいのであるが、誤解を招く恐れもあるので避けた。）

　　

１８４１年

　

Ｈａｕｐｔの例によると第一学年ではロムルス、キルス、プレクサソダ←大王の家庭生活、第二学

　　

年で歴史的人物の社会的行為、第三学年は政治的指導者、第四学年は宗教生活、第五学年は芸術と
科学

　　

をそれぞれの人物を通して扱い、第大学年で年代史通史を課する。このような歴史えの接近は現在の社

　　

会科単元学習で広汎にとり入れられているところである。

　

（３） 伝記的接近。 戦前の小学校第五・大学年の教授内容は最
も典型的な例である。明治三十七年文部省は

　　

『第一、二冊ニ於テハ主トシテ歴史上ノ各時代ヲ代
表スルニ足ルベキ人物ヲ選ビテ、 之ヲ課題トシ、其

　　

課題ノ下二人二間シテ事ヲ記スルノ方法ヲ探り』（「国定教科書編纂趣意書」） としている。

　

姓） 文化史理論、 教科統合の原理として Ｔ．
Ｚｉｌｌｅｒ（１８１７～１８８２）は文化史理論を体系ずけた。 女化史理

　　

論というのは児童精神の発達特に類化段階と歴史哲学的に種族の発達して来た主要な時代と並行する順

　　

序に従って教授内容を排列すべきであるという意見である。これには二の方式があるが、その一は低学

　　

年で古代、中学年で中世、高学年で現代をあてる方式であり、
他ははじめの四・五学年で伝説（ｆａｂｌｅ）

　　

から英雄物語（Ｓａｇａ） に移り、六学年で事実史に到達する方式である。

　

（５） 児童の関心による接近 観察、話しあい、作文、描画、読物調査、あそびの調査など各種の方法によ

　　

って児童の興味、関心を決定し、排列の原理たらしめようとするもので、現在、アメリカ、日本な
どで

　　

有力な意見である。
１６） 東養女庫所蔵写本

四

　

教授法

　

－特に歴史科について一

欧米でも日本でも最初の初等学校の組織は単級学校であって、 個別授業が行われていた。従って

教授法はそれほど問題にならなかったのであるが、

　

アメリカでは１８５０年頃から就学者の増加によ

り、 学級別編成による一斉授業が行われるようになった。同時に組織的なま
た心理学的教授段階や

学年別のコースオヴスターデイがあらわれはじめ、職業的な視学官が教授の方向づけや監督を行う

ようになった。
１） 日本ではこのような初等学校の最初は明治元年八月に開校された京都府の番組立

の小学校であるが、 一般化したのは明治五年の学制である。

　

Ｄａｖｉｄ Ｍｕｒｒａｙ は明治六年の申報において、 学制実施にあたり、 緊急解決すべき問題として、

「一ノ・欧州諸般ノ学科ヲ以テ日本教科ヲ編成スルニ在り、 是既二端緒ヲ開キテ各種ノ書籍ヲ翻訳編

輯シ、 各般ノ器械ヲ備具ス」 「叉懸図塗板ノ如キ既ニ之ヲ製造シテ従来順労多キ方法ニ代へ、 以テ

広ク之ヲ採用セリ」２） と述べている。 以上のように教授法の問題は明治五年以後公立普通教育制度

の確立に伴う一斉教授の方法としてとりあげられたのである。

然らば明治初年の歴史教授法の理諭及び実際は如何なるものであるか。明治六年の小学教則によ

ると『「王代一覧」 「国史略」 「万国史略」 「五洲紀事」など独見輪講セシム』とある。それでは独

見輪講とはどんな形式のものであったろぅか。 明治十年の「東京師範学校規則！」によると、第フ級

では次の如く規定している。
３）

　　

輪読

　

日本史要を輪読ス。 （陸軍省蕨日本－隆史

　

本書出来迄此署ヲ用ュ）

　

輪講

　

輪読セシ所ヲ輪講ス

　

暗記

　

輪講セシ所ヲ音記ス（下略）

　

授業時間割は第一〇表の通りである。
４） 十一時：以後が↑乍女、 書版、 筆算、 珠算、 習字、画法、 体

　　

第九表

　

五級修業＝寺間毎日同ジ

　　　

操などがあてられている。 このことから歴史教授は欠の二

　　　　　　　　　　　　　　　

に分けて考えることができる。

　　　

９．ｏｏ～

　

９．３０

　　　　

諸

　

記

　　　　

｛１｝

　

輪読輪講

　

１８７８年の Ｄａｖｉｄ Ｍｏｒｒａｙ

　

は東京府下巡

　　　

９．３０ ～ｌｏ．ｏｏ

　　　　

輪

　

読

　　　

視の申報の中で複式教授の学校につき次の如く報告してい

　　　　　

１Ｏ．００ ～ １１．００

　　　　　

輪

　

講

　　　　　　　　　　　　　

‐

　

る。 「日本歴史ヲ輪読セシメ、 教師ノ・時マ読法＝注意シテ
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或ノ、之ヲ聞キ、 叉其次ノ順番ニ当レル者ニ其課業ヲ為スヘキラ指揮セリ」と。
５ノ また明治十年三月

「再訂愛知師範学校小学授業法附教場指令規則」によると「日本略史

　

講義右凡テ読本ト異ルコト

ナシ。万国史略

　

右凡テ日本略史ト同ジ」とあるが、 「小学読本

　

授方述語図ト同ジ。 只図ト本ト

異アルノミ」 とある。 連語図については次の如くしるしている。 「先ッ図ヲ樹ヶ授クヘキ一句ヲ指

示シ、 教師発音正シク日本人ハト呼ビ、 一名ラシテ読マシメ、 次ニ同音二読マシメ、 教師叉常ニト

呼ビ、 次二同音読マシムルコト前ノ如クニシテニ、 三回及ヒ、 其ヨリ一番二就イテト呼ビ、 読ム所

ノ句ヲ指シ、 読シテノ令ニテ第一番生徒ニ読マシメ、 以テ同音ニ読マシメ、 前ニ授ケシニ、 三句或

ハー章終レノ＼

　

次ニ二番生徒ニ就キ（下略）」と。 この例によれば示範と練習をくりかえす教師中

心の学習指導も行われていたようである。このような国語学習的版扱いについて後に 「該課ノ教授

ノ・殆読書科二類似シ、 生徒ノ・唯字義ヲ解釈スルニ汲々トシテ、決シテ真正ノ歴史的知識ヲ得ル能ノ・

ス、 是し大ニ該教授ノ本旨二違フモノト謂フベシ」７） という非難を免れることができなかった。

　

このような教科書中心の版扱が日本の寺小屋及び藩校の伝統を引くものであるか、 アメリカから

の移植であるかということが問題である。１９世紀のアメリカでは歴史教授の取扱いが多く教科書法

により、 ヨーロッパでは講話と質疑応答を加味した口頭教授によっていた。 Ｈ．Ｊｏｈｓｏｎは１９世紀に

おける歴史教授の例として次のように書いている。 「教師の仕事は或量の一節叉は頁を割りあてる

ことからはじまる。 そして課業を聞くことを以て終る。『戦争の後王はっ しゞナた－ジョン次を読め』

ジョソは数分間読んだ後『次ぎ』で救われる。次のものも１『次ぎ』で救われる。このようにして授

業は最後までつゞけられる。理想は教科書の正しい言葉を再現することである。内容を子供自身の
言葉でまとめることが許されるのは劣等児に対する譲歩であった。」

７」と。 このような方法を教授の

アメリカ的方法と呼んでいる。 アメリカにおいてペスタロッチの影響を受けた教科は地理、 数及び

図形、 理科、 言語などに関するものであり、 歴史は依然として暗記の課目であった。 歴史が重要視
されて来たのは１９世紀末ヘルバルトの影響が入るようになってからで、 Ｃ．Ａ，Ｍｃ．Ｍｕｒｒｙ ＆ Ｔ．
Ｍ．Ｍｕｒｒｙ の Ｔｈｅ ｍｅｔｈｏｄｏｆＲｅｃｉｔａｔｉｏｎ，１８９７

　

によりヘルバルト学派の五段階の教授段階が紹

介された。
８） つゞいて問題法、 橋案法、 さらにＨ．Ｃ．Ｍｏｒｒｉｓｏｎ の Ｔｈｅｐｒａｃｔｉｃｅｏｆ Ｔｅａｃｈｉｎｇｉｎ

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ｓｃｌｌｏｏｌ，１９２６ により単元学習が定式化された。 以上により歴史教授の国語学習的取扱
の原型がアメリカにあり、 それが日本在来の輪講輪読なる学習型態と結びついたものと考えられ
る。 ＨＪｏｈｏｎｓｏｎ は歴史教科書を次の如く分類している。

９Ｊ

　

１， 事実の骸骨叉はわく組みだけを示すもの。 時としてはアウトライン・摘要に止まる。 ドイツ

　　

語で Ｌｅｉｔｆａｄｅｎ，フランス語で ｐｒｅｃｉｓ と呼ばメｔる。

　

２． アウトラインを充分な読物にまで発展さ・せたもの、 しかしそれ以上発展する余地を残すもの

　　

これをフランス語で ｍａｎｕｅｌｓ と呼ぶ。

　

３． 自己充足していて、トピックがそれ以上の発展なくして理解出来るもの。フランス語でｃｏｕｒｓ

　　

と呼ぶ。

　

１９世紀末のアメリカの歴史教科書は ｍａｎｕｅｌｓ 型であった。．ところが日本の教科書は ｐｒきｃｉｓ型
であり、 これを国語学習と同じように扱ったのであるから、 歴史科はいよいよ暗記すべきものであ

り、 歴史が暗記科目たるべき宿命はその誕生と もに負わされていたのである。

　

｛２｝

　

暗詞、 問答

　

明治十年三月愛知県師範学校小学授業法附教場規則には「歴史ノ・古今沿革有名ナ事蹟二依り、 勉
テ生徒ニ宇内ノ形勢ヲ通暁セシメルラ要ス。 凡テ歴史ノ問答ハ専ラ書籍上ヨリ間ヲ発シテ世間上二

大関係アルコトアレバ必ズ之ヲ譜明シ且再三問答シテ之ヲ脳記セシムベシ」 となし、 次の例をあげ

ている。
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官

　　　　　　　　

功同

　　　

橋

問

　

楠正成ト云フ人ハ何ト云フ天子ノ時ノ人デアリマスカ。

答

　

後醍醐帝ト云フ天子ノ時ノ人デアリマス。

　

問

　

其天子ノ・何代目ノ天子デアリマスカ。

答

　

九十七代目ノ天子デアリマス。

　

問

　

正成ト云フ人ハ何故二義兵ヲ挙ゲマシタカ。

　

答

　

北条高時ト云フ人ヲ討減セシガ為デアリマス。（以下略）

　

この例によって見るに、 何れも単純な記憶間であり、 記憶の再生をねらったのであり、 思考間ら

しいものは見られない。
ｌｏ）

　

叉別に「斉た背話法」 「独自背話法」 などもあるが、 「幼稚生徒ノ最モ読法ヲ習熟セザル者ノ為

ニ用フル所ナリ」１１）と説明されている。

　

問答の越旨については「問答ノ・万物二留意シテ、 其考究ヲ定〆、 智力ヲ培養スルノ基ニシテ、 会

話ヲ教フル最良ノ法ナルガ故ニ、必ズ疎略ノ答ヘラ為サシメズ、勉メテ丁寧ニ答ヲ為サシム
ベシ」１２）

と説明されており、 単に記憶を目的とするものではなく、 児童心性の開発をめざしたもの｝如くで

あるが、 現実においては所謂暗記科目の注入の具となり、 教区学校の教義問答に類似した性質を持

った。 これはヘルバルト派の影響が見られる１８９０年以前のアメリカでも同様であった。 このような

問答及び問答書が出ることについては「一

　

小学問答書類ノ・算術ノ問答ト異ナリ、 生徒ノ知識ノ深

浅ニョリテ其答フル所各同カラズ。 故二此書ノ如キモ再問共答ヲ附スルハ葡ニ益ナキノミナラズ、

生徒ノ・此書ヲ購入シテ書中ノ答丈ヲ暗記シ、 之ヲ以テ教師ノ問二応スルガ如キ大二此書ノ趣意二反

セリ」１３）というような警戒も見られる。 明治初年の支配的であった教育思想は能勢栄 によると、

「教育学」 の叙で明治教育思想史を三期に分け、 第一期について、「彼日氏教育論、 郡然氏教育論、

学校通論等にして共に米国人の著作」が広く読まれていたと述べている。
ｌｉ）

　

「彼日氏教育学」に「蓋シ教育ノ・人心ヲ啓発スル所ニシテ、 讐ヘバ猶ホ養成至要ノ食品人身ラシ

テ健全セシムルガ如シ、 所謂教育トハ人ノ心意ヲ活溌ニシ、 由りテ生長セシムル訓戒ニシテ、 時二

学芸法則ヲ教フル二止マル二非ザルナリ」１５） といっているのはペスタロッチの教育における自己活

動の原理を述べたものであり、 また 「夫し教育トハ礼ト云ヒ、 意ト云ヒ、 心ト云ヒ、 以テ人物ヲ完

成セラル・所ニシテ、 其目的ト真正ノ効験トラ以テ、 能ク後人ラシテ善良ナル人物トナルコトラ得

セシム」１６） といっているのは人間性の調和的発展を以て教育の目的とするペスタロッチの教育観を

述べたものであろう。

　

以上の如くペスタロッチの思想は学説としては移植されていたとしても、 ロ頭教授に おける！－音

訓、 問答は歴史教育部門にあっては封建倫理と自由民権思想のだき合せの形で注入する手段に堕し

ていたのである。

　

ペスタロッチの教育思想を正確に伝えたのは高嶺秀夫である。 明治八年アメリカにおけるペスタ

ロッチ運動の中心であった

　

ｏｓｗｅｇｏ

　

師範学校に留学し、 明治十一年帰朝して、 東京師範学校長と

して教育学を講じた。 その影響下に明治…トフ年若林虎
三郎、 白井毅が「改正教授術」を出したが、

その序女で 「従来空詞、－－音詞ノ弊ヲ一洗シ、 教授ノ方法ラシテ心性三ノ開発ノ点二傾向セシムル二方冬

テ修し日モ足ラザルガ如シ」 と述べている。

　

その教授段階を見るに、 復習、 教授、演習、約習の四段階をあげ、 日本武尊を扱った指導例を見る

に肖像画をか〉げて、 それを手が りとして問答を展開している。その間級決、 教可、 書板、 各唱

などをはさみ、 質問も説明、 比較、 概括を求めるものであって、 単純な記憶間は激減している。
１７’

　

しかし明治十四年の小学校教則綱領で歴史教育の転換が行われ、 国家主義的な色彩が濃厚に な

り、 っゞいて明治二十年代に入るとヘル
バルト派の教育学が移植され、 ペスタロッチの教育精神は
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一掃された観がある。

　

１） ＢＩ１ｗｏｏｄ ｐ．Ｃｕｂｂｅｌｌｅｙ： Ｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｅｄｕｃａｔｉｏｎ，１９２０，ｐ．ｐ．７８５，

　

２） 「明治文化全集」ｌｏ巻１２８頁

　

３） 「明治十年東京師範学校附属小学校規則」２０頁

　

４） 同上

　

５） 東書文庫所蔵写本

　

６） 「明治十年三月再訂愛知県師範学校小学授業規則」１丁（上野図書館蔵写本）

　　

７） Ｈ．Ｊｏｈｓｏｎ：

　

Ｔｅａｃｈｉｎｇｏｆｈｉｓｔｏｒｙ，１９５４，ｐ．ｐ．２５７．

　

８） ＢＩ１ｗｏｏｄＰ．Ｃｕｂｂｅｒｌｅｙ：

　

ｐｕｂｌｉｃｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎ Ｕｎ辻ｅｄＳｔａｔｅｓ，１９４７，ｐ．ｐ，４５１．

　

９） Ｈ．Ｊｏｈｎｓｏｎ：

　

ｏｐ．ｃｉｔ．ｐ．ｐ．２４２，

　

ｌｏ） 前掲上野図書館蔵写本

　

１７丁

　

ｌｉ） 文部省蔵板「学室要論」明治９年

　

３８頁

　

１２） 諸葛信燈「小学校教師必携」 明治６年

　

ｌｏ丁

　

１３） 千葉県師範学校 「小学問答法」明治１１年

　

１４） 能勢栄「教育学」明治２２年

　

１頁

　

１５） 「明治文化全集」ｌｏ巻１６６頁

　

ヱ６） 同上

　

１６７頁

　

１７） 「改正教優るｆ斤」 にあげている教授案は次の通りである。

　　　

何課教授方法書

　　　　　

第何歩

　　

第何課

一目的

　

此処ニハ其課二於て練習スベキ諸心力を記シ、且其他陶治スベキ事項ヲ書ス

ニ大意

　

此処二開発スベキ観念ヲ記シ、且教授スペキ言語女字ヲ書ス

三題目

　

此処ニハ教授スベキ事項ヲ記ス

四方法

　

方法ノ・即教授ノ手続ニシテ左ノ如ク区分ス

　　　　

Ｈ

　

復習

　

此処ニハ前二授ケタル事実ヲ能ク記憶スルヤ否ヤラ訳ムルニ要用ナル教

　　　　　　　　　

師月額ト生徒ノ答トラ記ス

　　　　

回

　

教授

　

此処ニハ受ヤベキ事項ノ観念ヲ開発シ、且言語女字ヲ教フル二要用ナル

　　　　　　　　

教師ノ間ト生徒ノ答トラ詳記ス

　　　　

同

　

演習

　

此処ニノ・授ケタル観念ト言語文字トラ一層明確二為サソガ為ニ要用ナル

　　　　　　　　　

教師パも＝ト生徒ノ答トラ記ス

　　　　

回

　

約そ雪

　

授ケタル事項ノ要ヲ語り叉ノ・書セシムルニ必要ナル教師ノ問１・答トラ記

　　　　　　　　　

ス （４７頁）

五

　

結

　　　　　　

百冊

学制の施行による公立普通教育制度の確立がどんな意味を持つものであるか。果してこのような

教育制度が近代市民形成の一翼たる役割を果すことが出来たか。 明治維新以後形式的には法律の上

の四民平等が実現しつ あったのであるが、 社会の実情特に国民の大多数を占める農民にあっては

封建的社会関係が依然として存続し、 むしろ拡大再生産されっ あったのである。 明治二十年代に

なると教育の国家主義的偏向が儒教倫理及びヘルバルト学派の教育思想を坂り込むことによって顕

著にあらわれて来ている。このような教育の偏向が敢えて行われた理由として教師群の身分的系譜

及びその思想が重大な役割を果したことをあげることが出来よう。その端緒は明治初年においてす

でに見られるところである。近代日本教育史上アメリカの影響を受けた時期として三をあげること

が出来る。その第一は明治初年、 第二は大正末期、 第三は敗戦後の現在である。アメリカにあって

は児童中心の教育が中断されることなく進展し、 現在ではその修正された形すなわち民主主義のア

メリカ的形態 （Ａｍｅｒｉｃａｎ ｗａｙｏｆｄｅｍｏｃｒａｃｙ） が教育の目的及び方法を規定する原理として承認

されている。日本では三回にわたってアメリカ教育を移植しながら歪曲され、 結実を見ることが出

来なかった理由はこのような教育を受け入れる基盤を鉄いたからであろう。 明治初年において、 社

会的基盤に根を張ることが出来なかった教育型態に対して、 農民は一撰暴動、就学拒否という形で

－１１５－



高

　　　

橋

　　　

功

抵抗を試みた。 しかし此の如き動きは明治政権によっておしつぶされてしまった。 この歪曲と中絶

を最もよく表現するのが、 「夫朝様が言午多の月俸を給して天下の大学者達を御抱えなされて、 これ

をかの女部省に置かせられて天下中の工商の小児等が成人した上で、 実用の適宜やうなる学問させ

たいと潜心して規則｝を立よとの勅命を奉じて立られたろこの規則でム」１ノ

　

という啓蒙宣伝である。
アメリカ教育の移植はうわべだけの模倣に終ってしまった。 このような近代日本の端緒的教育型態

が敗戦後においてはアメリカの占領政策という形でむしかえされ、 今日に及んでいるもの 如くで
ある。

　

ｉ） 「小学規則夕論」（「明治文化全集」２０巻）４１０頁

－１１６－


